
プロティノスの
「三つの原理的なものについて」V-1-(10)

1
はたしていったい何
ものが、魂に父なる
神を忘れさせてしま
ったのであろうか

自分はかしこから分派
されたものであって、全
体がかのものに依存し
ているわけなのに、そう
いう自己自身をも、また
かの神をも識ることの
ないようにしてしまった
のはいったい何であろう
か

訳注においては、
「ここは魂の父だ
から、知性と解す
る方がよいであろ
う」としている。そ
れは、本論の表題
がプロティノス自
身が付したもので
はない（ポルピュリ
オスによる「伝」4）
を根拠としている

4�むろんそれは、あえ
て生成への一歩を踏み
出して、最初の差別を
建て、自分を自分だけ
のものにしようと欲した
から、それが魂にとって
そのような不幸のはじ
めとなったのである

6�特にこの自分勝手に
ふるまいうることのよろ
こびというものは、一度
魂がこれをおぼえたと
見えてから、その自己
主動性の濫用としうも
のはすでにはなはだし
いものがあったのであっ
て、

魂は逆の一途を急
転して、非常に遠く
まで離反してしまっ
たので、自分がかし
こから出て来た者
であるということす
ら識らぬにいたった
のである

10�それはちょうど
小児が、生後間も
なく父の手許から引
き離されて、長い間
遠方で育てられた
ために、父がだれで
あるか、自分が何
者であるかを識らな
いようなものである

11�かくて、もはやかの神をも自己
自身を見ることのない魂は、自己
の素性を識らないため、自己を卑
しんで、他を尊び、何でもむしろ自
分以外のものに驚嘆し、これにここ
ろを奪われ、これを称美し、これに
頼り、自分が軽蔑して叛き去って来
たところのものからは、できるだけ
自分を決裂離反させるにいたった
のである

16�したがって、か
のものをまるで識ら
無いと言うことにつ
いては、自分を卑し
んで、この世の事物
を尊ぶということ
が、その一因である
ということになって
来る

17�すなわち他のも
のが追求され、驚
嘆されるということ
は、同時にまたこれ
を追求し、これに驚
嘆する者が、自己
の劣悪さを証人す
ることだからである

19�しかしながら、自分を、
生じ来たり、滅び去る諸々
の事物よりも劣ったものだ
ときめて、自分を何よりも無
価値な可死物であると考
え、他のものをむしろ価値
ありとしているのでは、思い
を神の本性や能力に致すこ
とは決してできないであろ
う

22�それゆえ、このような心
理状態にある者に対して、
彼らを逆のほうへ、すなわ
ち最初にあったもののほう
へ転向させ、向上して最高
第一の一者に到達するとこ
ろまで導いてやろうとする
ならば、その言論は二通り
に分かれて来なければなら
ない

25�すなわち、
その二つとは、
それぞれ何であ
ろうか

25�一つは現在
魂によって価値
ありと尊ばれて
いる事物の無価
値を明らかにす
るものであっ
て、これは、他
の機会において
詳説するであろ
う

26�もう一つの言論は、魂
に自己の素性がいかなるも
のであるかを教え、自己の
真価を想起させるものであ
って、この言論のほうがいま
の言論よりも先であって、こ
れが明確にされれば、また
いまの言論をも明白なもの
にするであろう

30�ここで
は、これにつ
いて語らな
ければなら
ない

30�なぜなら、こ
れは、所求の目
的に近く、かつ
前者の言論にも
役立ちうるから
である

31�すなわち探
求する者は魂な
のであるが、魂
は自己が何もの
であることによ
って探求するの
かを識らなけれ
ばならない

32�それは自分がその
ような事柄を探求する
能力をもっているかどう
か、これを視るような眼
をもっているかどうか、
またこれを探求するに
適当であるかどうかを
あらかじめ知っておくた
めなのである

34�なぜな
ら、求められ
ているもの
が自分の性
に合わない
なら、何の
探求の必要
があろうか

しかし性に
合うなら、探
求は適当で
あり、発見も
可能だから
である

2
それでは、まず
第一にすべての
魂が留意すべき
は次のことなの
である

すなわち生物はすべて
これに生命を吹きこむこ
ろによって、自分がこれ
を生物たらしめたので
あって、地のはぐくむと
ころのものも、海の養う
ところのものも、空中に
住むものも、天にある聖
なる星も、みなしかりで
ある

4�また太陽を太陽たらしめ
ているのも自分ならば、こ
の大きな天を天たらしめて
いるのも自分ならば、この
大きな天を天たらしめてい
るのも自分なのであって、
自分が宇宙の秩序をつく
り、自分がこれに気息正し
い運行を与えているのであ
る

6 しかもその自
分は、自分が秩
序を与え、自分
が運動させ、自
分が生命をもた
せている当のも
のとは、異なる
性質のものなの
である

否、それら
よりも尊いも
のでなけれ
ばならない

7�なぜなら、それらが生じ
て来るのも、亡びて行くの
も、魂がそれらに生を補給
してくれるか、それともそれ
らを置き去りにして行ってし
まうかによるのであるが、魂
は自分が自分自身を離れ
去ることはないので、常住
存在しているからである

10�ところで、そ
れが宇宙の全
体とそのうちの
各個に生命を補
給する、その賄
い法はいかなる
ものであろうか

これについ
ては次のよ
うに考えて
みるがよい

11�すなわ
ち大宇宙に
宿る魂を眺
めてみるこ
とである

むろん、これを眺める自分は、それ
とは別の魂ではあるが、しかし決し
て卑小なものではなく、他の魂を
迷わせてしまっているもの、すなわ
ち欺瞞から解脱しさえすれば、宇宙
の魂を眺めるだけの資格をもつよ
うになるのであって、それには静観
寂滅の法（静寂な状態にあること）
をもってするがよい

15�しかしそのばあい、
静寂に帰さなければな
らないのは、魂を外から
取り囲んでいる肉体と、
その肉体の波瀾だけで
はなく、さらにまた周囲
の全体が静止していな
ければならない

16��すなわち他
の静止はむろん
のこと、海も空
気も、またさらに
上位の天そのも
のまでも静止し
ているものとし
なければならな
い

19�そして八方から、そ
の静止せる天の中へ魂
が、外からはいわば流
れこみ、注ぎこみ、八方
からその中へ入りこん
で、その中を照らすが
ごとき有様を考えてみ
ることである

20�あたかも暗雲を日
光が照らして、これに金
色の様相を与えて光輝
かすように、魂もまたま
さにそのごとく、天の体
躯のうちに入って、これ
に生命を与え、これに
不死を与え、天を眠り
から呼び起こしたので
ある

24�そして天は
魂の思慮ある導
きによって、永
遠の運動をさせ
られ、幸福な生
活体となったの
である

25�そして天に
尊厳が加わった
のは、魂がこれ
に宿ってからの
ことであって、
魂が来る前まで
は、それは屍体
にすぎず、単な
る土と水だった
のである

26�否、むしろ
素材だけの暗
黒であり、非存
在なのであっ
て、ひとの言う
「神々の悪み給
うところ」のもの
だったのである

28�しかし魂の本性と
能力とをいっそう明白
かつ判然とさせるため
には、それがどのような
仕方で天を包括し、こ
れを自分の意志にした
がってどのように導いて
行くかということを、この
ところでよく考えてみる
のがよいであろう

30�すなわち天はどれ
ほど広大であるにして
も、その大きさの全体に
対して、魂は自己自身
を与えたのであって、そ
のために大小いずれの
間隔を取ってみても、
みなすでに魂の生気を
帯びるにいたっていた
のである

31�しかもそのばあい、体はそれぞ
れちがった場所にはちがった部分
があったわけで、これはここ、あれ
はかしこというふうで、しかもそのあ
るものは正反対のところにあり、他
はまた互いに別な依存関係をもっ
ていたわけであるが、しかし魂がこ
れらに生気を与える仕方はそのよ
うな区別にはよらないのである

35�すなわち魂は自己
を部分になし崩して、そ
の自分の各個部分によ
ってものを生かすので
はなく、万物が生きてい
るのは、一全体としての
魂によってなのである

37�すなわ
ち、魂は一
全体として
あらゆるとこ
ろに現在す
るのである

その偏在性
と一体性に
おいて、魂
は生みの父
（知性）に似
ているので
ある

39�そして天も、多
なるものであって、
それぞれ異なるとこ
ろに異なる部分をも
っているにもかかわ
らず、魂のこの力に
よって一体をなして
いるのである

40�そしてこ
の世界はこ
の魂のゆえ
に神となっ
ているので
ある

また太陽
も、魂をもつ
がゆえに、
神として存
在している
のであり、そ
の他の星辰
もまたしかり
である

42�否、われわ
れもまた、もし
何らかの点にお
いて神のごとき
ものであるとす
れば、それはま
さにこの理由に
よるのである

まことに「不浄
物を投げ棄てな
ければならぬと
すれば、魂なき
屍体はなおさ
ら」なのである

かくて魂は、
神々が神々であ
ることの原因な
のであるから、
それはそれらの
神々よりももっと
古い神でなけれ
ばならない

44�そして
われわれの
魂もまたこ
れと同種類
なのである

すなわち余計な
付加物を取り除
いて、完全に純
粋なそれをとら
えて、よく見る
ならば、君はそ
こに同じ尊いも
のを見つけるで
あろう

45�それが
本来の魂な
のであって、
およそ肉体
的、物体的
なもののす
べてにまさ
る価値をも
つものなの
である

46�すなわ
ち物はすべ
て土なので
ある

また火だと
しても、これ
を燃え立た
せる物は何
なのであろ
うか

またこれら
から合成さ
れる限りの
ものも、たと
えこれに水
や空気を付
け加えて
も、やはり同
じことなの
である

49�しかしこれらの
ものが希求される
のは、それに魂の生
気があるからだとす
るならば、なぜ人は
自分自身を等閑に
付して、多の者を追
い求めるのか

もし他のも
のにおいて
君が崇める
のは、その
魂だとする
ならば、君
自身をこそ
崇むべきで
ある

3
実にかくのごとく魂は尊
くかつ神のごときものな
のであるから、今は神
の後を追うのに、かくの
ごときものに信倚し、か
くのごとき根拠を供とし
て、かの神のところへと
昇って行かなければな
らない

いずれにし
ても君はそ
う遠くまで出
て行くには
及ばないだ
ろう

間を隔てる
ものも多く
はないので
ある

5�それでは、魂も神
のごときものではあ
るが、これよりもいっ
そう神のごときもの
が、魂の上方に隣し
て存在するから、こ
れをとらえるように
し給え

魂はそれの
後に続い
て、それか
ら出て来た
ものなので
ある

6�すなわち魂
は、上述の説明
によって明らか
にされたような
すぐれたものな
のであるが、し
かしなお知性の
影像のごときも
のにとどまるの
である

8�あたかも口外された言論が
意中のそれに対するがごとく、
魂自身がまたちょうどまさに知
性の言論的表現なのであっ
て、それの全体の活動は、知性
がこれによって、自己と異なる
ものの存在を基礎づけるため
に、生命を表に送り出すところ
のものなのである

10�たとえば火
の熱には、火と
一緒にあるもの
と、火がほかへ
給与するものと
の別があるよう
なものである

11�もっとも知性のばあいに
は、その活動は流れ出て行
くものと考えるべきではな
く、それは知性のうちにとど
まっているものと考えなけ
ればならないが、しかし別
にまた他の活動がその間に
成立するものと考えなけれ
ばならない

12�かくて
魂は、知性
から出てい
るがゆえ
に、知性的
なのである

そして推理計算
のうちに魂のも
つ知性が発揮さ
れるのであっ
て、その完成も
またもう一度知
性から仰がねば
ならないのであ
る

13�すなわち知
性は父親のごと
きものであっ
て、自分の生ん
だ息子が、自分
自身にくらべて
未だ不完全で
あるから、これ
を養育するよう
なものである

15�かくて、魂
の存在基礎も
知性から来てい
るし、その言論
的表現も、現実
の活動は魂が
知性を見ること
によって営まれ
るのである

16�すなわち視
線を内面の知
性に向ける時、
その内面から魂
は、直知の対象
となるものを、し
かも自家固有
のものとして得
来たって、活動
を営むのである

そして魂の活動と
呼ばるべきは、ただ
かくのごときものの
みに限られたねば
ならないのであっ
て、それはいずれも
知性的で、しかも自
家のうちから来るも
のに限られねばなら
ない

19�これ以下の
劣ったものは、
他から来ったの
であって、それ
相当の劣悪な
魂の受容すると
ころのものでな
ければならない

20�かくて知性は、
いやがうえにも魂を
ますます神のごとき
ものたらしめるので
あるが、それは知性
が魂の父親であっ
て、現在その側につ
いていて、これに助
力するからなのであ
る

21�側について
いるというのは、
両者の間には、
両者が別もので
あるということ以
外には、何も分
け隔てするもの
が存在しないか
らなのである

23�否、むしろ
両者は前後に
接続するがごと
き関係にあっ
て、一方は形相
のごとく、他はこ
れを受容する素
材のごとき関係
にあるのである

24�しかし知性
の素材となるも
のは、素材でも
知性的であるか
ら、美しくかつ
単純で、その点
はまさに知性の
ごとくでなけれ
ばならない

25�そしてまさ
にこのことによっ
て、すでに魂が
かくのごときも
のであるとはい
え、知性はこれ
よりもさらにすぐ
れたものである
ことが明らかに
なる

4
しかしこの点は
また次のことか
らも視られるで
あろう

すなわちこの感覚され
る世界は、その大きさに
おいて、その美しさにお
いて、またその永遠に
変わらぬ運動の秩序に
おいて、これを眺めやる
者をして感嘆せしめる
ものがあるにしても、ま
たこれには神々が、

ーー眼に見
える神々も、
またあらわ
には見えな
くともなおい
ます神々も
ーー

宿りたまい、大モーンや動
植物もこれに宿っていて、
すべてが感嘆の種ならぬは
ないにしても、人はなおこ
れが原型となっている、もっ
と真実性の多い世界へと昇
って行って、そこにもこれら
すべてが直知の対象となっ
て存在しているのを視なけ
ればならない

9�そしてこれら
の先頭には混じ
りけのない知性
が立っており、
はかるべからざ
る知恵が立って
いるのを視なけ
ればならない

10�そこに
視られるも
のこそ真実
のクロノス
(Κρόνος)

ーーすなわ
ち豊満
（Κόρος）と
知性の神な
るクロノスー
ー

治下の生活
なのである

11�すなわちこの豊
満神はいっさいの不
死なるものを自己
自身のうちに含んで
いるのであって、知
性のすべて、神の
すべて、魂のすべて
がそのうちに含まれ
て、永遠に静止して
いるのである

13�なぜな
ら、すでに満
足すべき状
態にある者
が、何で変
化を求めよ
う

13�またいっ
さいを自己
のところに
所有してい
る者が、どこ
へ転出を求
めよう

14�むしろす
でにこのうえ
なく完全な
情態にある
から、このう
えの増加さ
えも必要と
しないので
ある

このゆえに
またこの知
性神のとこ
ろにあるいっ
さいのもの
も完全でな
ければなら
ない

15�それは知性
がすべての点に
おいて完全であ
って、そうでな
いような点は一
つもない者でな
ければならない
ためである

16�また知性
は、自分が自己
自身のうちにも
っているもの
で、自分の直知
しないものは一
つもないような
者なのである

17�しかもその
直知作用は、探
求者のそれで
はなく、すでに
所有しているも
のを直知するの
それならのであ
る

18�またそ
の浄福も後
から獲得さ
れたもので
はなく、むし
ろ何もかも
永遠のうち
にあるので
ある

しかもそ
れは真
の永遠
なので
ある

19�時間はこれ
の模像にすぎ
ず、魂の周辺を
馳せめぐって、
去るものを送
り、来るものを
迎えている

20�すなわ
ち魂の周辺
には、他の
ものに代わ
って、またさ
らに他のも
のが来るか
らである

20�すなわちあ
る時にはソクラ
テスが、また他
の時には馬がと
いうふうに、存
在の何かが絶
えず一つ一つ現
れて来るわけで
ある

これに反し
て知性は、
ただちにそ
のすべてを
知るのであ
る

かくて知性
は、同じとこ
ろに静止し
たままの万
物を、自分
自身のうち
に把持して
いるのであ
る

そして
ただひ
とえにあ
るだけ
なので
ある

「ある」と
いうこと
がいつも
言われ
るだけ
である

そしてい
かなる
ばあいに
も「将に
来たら
んとす」
というこ
とはない

なぜな
ら、その
将来に
おいて
も、ある
だけな
のだか
ら

24�また過去も
ない。なぜな
ら、そこには何
も過ぎ去ってし
まうものはなく、
すべてはその場
にいつも静止し
ているからであ
る

25�それは
自己のその
ような有様
に満足する
かのように、
すべてが同
じままにある
からである

27�ところで、こ
れらの各々はひ
とつずつの知性
であり、存在な
のであるが、こ
れらを合わせた
全体は、知性の
全体であり、存
在の全体なの
であって、

そのばあい、知性は
直知することによっ
て、存在を存立せし
め、存在は直知され
ることによって、知
性にその有様を与
え、直知することを
得させているのであ
る

29�とはいえ、
直知の原因とな
るものは別にあ
るのであって、
それはまた存在
に対しても原因
になている

30�つまり両
者に対して
同時に原因
となるもの
が別にある
のである

31�というのは、両
者は同時に、しかも
一緒にあって、互い
に見棄てることのな
い関係にあるけrど
も、この知性と存在
の一緒になっている
一者は二者なので
ある

32�直知し
直知される
一者は二者
なのである

すなわち知
性は直知す
る作用に即
してあり、存
在は直知さ
れるものの
側にある

33�これは
すなわち、
異の対立が
なければ、
直知は成り
立たないで
あろうという
ことなので
ある

ーーむろん
あた同もな
ければなら
ないが

35�かくて
知性、存
在、異、同
などの諸原
理が成立す
る

これにはし
かし、また
動と静も取
り入れなけ
ればならな
い

38�また異
は、直知す
すものに対
して直知さ
れるものが
あるためで
ある

これをもし
そうしない
で、異の対
立を君が取
り除くなら
ば、両者は
一つになっ
て黙するで
あろう

5
かくてこの知性神は、その
多種豊富な存在を、われわ
れのこの魂の上に重ねてい
るのであって、われわれの
魂は、離反の意志さえなけ
れば、これに結びつけられ
て、これらのものの間に存
在しているわけなのである

39�また直
知されるも
のの間に
も、相互に
対する異な
りがなけれ
ばならない

40 これに対して同
は、ものが自己自
身と一つである限り
において、またすべ
てに共通する何か
がある限りにおい
て、なければならぬ
ものである

41 そして
その間の差
別は異とな
るわけであ
る

42�そしてこ
れらの原理
は、すでに
一つではな
いから、数を
なし、量を
成立させる
のである

42�また質
もこれらの
各々に属す
る特異性が
これをなす
わけである

そしてこれ
らを根本原
理として、こ
れらから他
のものが出
て来るわけ
なのである

そしてこの知性に近
接し、ほとんどこれ
と一体になってしま
ったかのような状態
において、不断に生
き続けるのである

5�それで
は、いったい
何者がこの
神を生んだ
のか

このような
多様神に先
立つ単一者
はだれなの
か

この神の存
在と多様性
の原因とな
っているの
は何なのか

何者がこの
数を生ぜし
めるのか

というのは、
数（複数）は
最初のもの
ではないか
らである

7�すなわちすで
に、二の原理と
なるものに対し
ても、これに先
立つ一があっ
て、二の原理は
二番目に来るこ
とになるからで
ある

8�この原理的な
二は、一から生
まれて、一を限
定者としてもつ
わけえあるが、
しかしそれ自体
は、自分のほう
からは何の限定
も有しないもの
なのである

8�しかしひ
とたび限定
された時
は、すでに
数となって
いるわけで
ある

9�しかも数
は、独立存
在としての
数なのであ
る

そして魂も
またこのよう
な数なので
ある

10�というわ
けは、万物
の最初に現
れるのは、
嵩や大きさ
ではないか
らである

すなわち感
覚が存在と
信じている、
あの厚ぼっ
たい物は、
後になって
生じたもの
なのである

11�のみな
らず、種子
のばあいに
してみても、
貴重なのは
その水分で
はなくて、そ
の目に見え
ないところ
なのである

それはつま
り数であり、
また言論に
表現された
形相なので
ある

13�つまり、かし
こにおいて数と
言われているも
のと原理的な二
は、かくのごとき
諸々の言論的表
現であり、また
知性なのである

14�ただし、原理的な
二は、それのちょうど基
本みたいな役割に関し
て考えられるばあいに
は、限定のないものな
のであるが、しかしそれ
と一との組合せから生
ずる数の一般は、形相
の役割をするのである

16�すなわ
ち各事物
は、数のうち
に出来てい
る諸々の形
相によって、
いわば形成
されるので
ある

17�ただし、形
成されるといっ
ても、一からな
される形成と、
数から来る形成
とでは、その様
式が異なるわけ
である

（以下欠文
あり）あたか
も現実に作
用している
視覚のよう
なものであ
る

すなわち直知
は、見る働きが
現に見ているば
あいなのであ
る。そして一者
は両者なのであ
る

6
それでは、
どのようにし
てそれは見
るのであろ
うか

また何を見
るのであろ
うか

否、一般に
それの存立
の仕方はど
のようなも
のだったの
であろうか

すなわちか
のものから
それが生じ
て、ちょうど
まさに見る
ようになる
のはいかに
してなので
あろうか

というのは、今や魂は、
以上の多を含む知性界
存在の必然性を了解し
ながらも、なお昔の学
者たちによっても絶え
ず問題にされて来た、
ちょうど次の事柄につい
て知ることを切望してい
るのである

5�すなわち一者がわれ
われの言うような性質
のものだとすると、その
ような一から、多なり、
二なり、数なりの、およ
そ何ものかが存立する
ことを得て来たのは、ど
のようにしてなのであろ
うかということである

6�むしろどうし
て一者が自分
だけにとどまっ
ていないで、こ
れほどの多が流
れ出て来てしま
ったのであろう
かということで
ある

8�しかもその多
は、諸々の存在
のうちに見られ
るとはいえ、わ
れわれはこれを
直接かのものへ
導きかさなけれ
ばならないと考
えているのであ
る

10�かくてわ
れわれは、
直接神の助
けを呼んで

ーーといっても、声高なことば
を用いるのではなく、魂の植で
自分自身を引っ張り上げて、神
への祈りに導くのであって、わ
れわれはこのような仕方によっ
て、他のものを交えず、神と自
分だけになって、直接神に祈る
ことができるのであるが、それ
はとにかくーー

次のように
言うとしなけ
ればならな
い

13 つまり、かの神がいわば
宮の内深いところに自分だ
けでいて、いっさいの事物
の彼岸に静寂を保っている
のを観ようとする者は、いわ
ば外面に向かって、すでに
立ち現れているいくつかの
神像から観て行かねばなら
ない

15�否、むしろ
神像が始めて
ひとつ外に示現
されたばかりの
ところを観るとし
なければならな
い

16�それは
すでに次の
ような仕方
で示されて
いるのであ
る

16�すべて
動くものに
は、動いて
行く方向に
何か目標と
なる者が無
ければなら
ない

ところが、かの
ものには何もそ
のようなものは
ないとすると、
われわれはかの
ものを動くと考
えてはならない
ことになる

18�むしろ何かもし
それの後に生ずる
ものがあるとしたな
らば、それはかのも
のがいつも自分自
身のほうへ向くの
を、そのままにして
生じたのでなけれ
ばならない

19�ただし、生
ずるといっても、
時間上の生成
はわれわれの
問題外に置か
れなければなら
ない

20�なぜなら、
われわれの論じ
ているのは、常
住永遠の存在
についてだから
である

21�そしてわれ
われがことばの
うえで「生ずる」
ということばをそ
れに結びつける
としても、それ
は因果関係とそ
の順位を示すた
めなのである

22�かくて、とに
かくこの意味に
おいて、およそ
かのものから生
ずるものがある
ならば、それは
かのものが動く
ことなしに生ず
るのだと言わな
ければならない

23�なぜなら、もしかのもの
が動くことによって何かが
生ずるとするならば、そこに
生成して来るものは、かの
ものの動きについで、その
後から生ずることになり、そ
の順位はかのものから三番
目となり、二番目ではなく
なるであろうから

26�したがって、
もし何かが二番
目にかのものの
後から生ずると
するならば、か
のものは不動の
ままでいなけれ
ばならぬ

すなわち、それ
は一片の意向も
意欲も動かさ
ず、動くことが
全然なくて、そ
れでしかもかの
何かが存在す
るにいたるので
なければならな
い

すると、
それは
どのよう
にしてな
のであ
ろうか

すなわち、
かのものは
静止させて
おくとして、
その周囲に
はまた何を
考うべきで
あろうか

ひとつ
の円光
を考うべ
きである

28�それはかの
ものから発する
のであるが、し
かもそのかのも
のは不動のまま
とどまるがごと
き円光である

28�その類例となるも
のは日光であって、太
陽の周囲には、これを
馳せめぐる輝かしい光
が見られるのである
が、しかしそのばあい、
太陽は静止したまま
で、しかもそこから不断
にその光が生まれ出て
いるのである

30�のみならず、存在するものは総じて、そ
れが存在する限りにおいて、それのあるが
ままの存在から、それの周囲に、それの外
に向かって、それに依存するところの存在
を、それが現にもっている能力から、必然
に成立させるものなのであるが、そこに成
立せしめられる存在は、それを出生させた
ものをいわば原型とする、ひとつの影像な
のである

34�すなわち火は、それ
から発する熱をかくのご
ときものとして成立さ
せ、雪もまたその冷たさ
を自己の内部のみに保
有するものではないの
であるが、しかしこれが
最大の証拠となるの
は、およそ芳香をもつも
のの存在である

36�すなわちそれが存
在している限り、それか
らは何かがそれの周囲
に出て来るのであって、
これの近くにいるもの
は、いずれもそれの存
立から快感を与えられ
るのである

39�またさらに、およ
そすでに成熟完全
の域にあるものは、
すべて生むのであ
ってみれば、常住完
全の状態にあるも
のは、常住永遠に
生むはずである

ただし、
自分自
身より劣
った存
在を生
むので
あるが

40�すると、この
うえなく完全な
かのものについ
ては、何と言っ
たらよいであろ
うか

41�かのものか
らは、ただかの
ものの後ろに続
くもので、しかも
その最大者の
みが生ずると言
わねばならない

42�ところで、か
のものの後に続
く最大者はすな
わち知性なので
あって、これが
第二位の存在
なのである

43�事実、かの
ものは知性が見
るための対象な
のであって、知
性はかのもの
を、しかもかの
もののみを必要
欠くべからざる
ものとして求め
るのである

これに対し
て、かのも
のは少しも
知性を必要
として求め
ることはな
いからであ
る

また知性よりす
ぐれたものから
生ぜしめられた
ものといえば、
それは知性だと
言わなければな
らない

44�すなわ
ち知性は、
いっさいに優
越せるもの
なのである

45�なぜな
ら、それ以
外のもの
は、それ以
後に生じた
ものだから
である

45�たとえば魂
のごときも、知
性の言論的表
現であり、また
それが現実に
営む作用のごと
きものなのであ
る

46�これはちょう
ど知性がかのも
のの言論的表
現であり、現実
の作用であるの
と同様である

47�しかしなが
ら、魂となって
表現された言論
はすでに薄弱で
ある

なぜなら、それ
は知性の影像
にすぎないの
で、それだけま
た知性のうち
に、模範となる
ものを仰ぎ見な
ければならない
からである

47�またしかし
知性も、知性と
してあるために
は、かのものに
対して同様の関
係になければな
らない

48�しかし
知性がかの
ものを見る
のは、離れ
て見るので
はない

否、知性
は、かのも
ののすぐ後
に続いて、
その間には
何ものも介
在させない
から、そうい
うことはしな
いのである

49�これは
魂と知性の
間について
も同様であ
る

またすべて生まれたも
のは生んだものを慕
い、かつこれを敬愛する
ものであって、この愛情
は、生んだ者と生まれ
た者とが彼らだけで、
他人を交えずにいる時
に、もっともこまやかな
のであるが、

いま生んだものがちょう
どまた敬愛すべく、この
うえなくよきものである
とすれば、両者が一緒
になっていることは必然
なのであって、両者が
区別されているのは、
ただ両者が異なってい
るということだけによる
のである

7
しかし、もっと明確に言
っておく必要があるから
言うのであるが、知性
はかのものの肖像なの
である

まず第一、生まれたも
のは何らかの意味にお
いて、かのものなので
あり、かのものの多くの
特徴を保有し、かのも
のに、対しては、ちょう
どまた陽光の太陽に対
するがごとき、同類性
がなけれればならない
からである

5�しかし、
かのものが
そのまま知
性となるの
ではない

すると、
どのよう
にして知
性を生
むので
あろうか

6�むろん、
自己自身の
ほうをふりむ
いて、完全
に見てしまう
ことによって
である

そしてこ
の見る
働きが
知性な
のであ
る

すなわち何
か他のもの
を捕捉する
のには、感
覚か知性に
よらなけれ
ばならない
のである
が。

（欠文）
感覚を
線その
他

（欠文）

ところが、円は
部分に分けられ
るような性質を
もっているけれ
ども、このもの
はしかしそうで
はないのである

9�あるいはま
た、そこにおい
ても一なるもの
が存するわけで
あるが、しかし
その一なるもの
は、万物を生む
ことの可能な力
として存するの
である

10�ところで、その
力によって生み出さ
れる事物について
は、知性の直知作
用が、そのような力
から、いわば自己を
引き裂くくとによっ
て、それらの事物を
直視するのである

さもなけ
れば、知
性は存
在しな
かった
であろう

12�他方、かの
ものの側からも
知性は、そのよ
うな力のいわば
自覚のごときも
のをもらってす
でにもっている
のである

すなわち自分自身
で存在を生むこと
ができるという自覚
であり、その有様
を、かのものから受
けた力によって、自
分のために限定す
ることができるとい
う自覚である

15�またその存在は、かの
ものの所有にかかる事物
の、いわば何か一部分のご
ときものであって、それはか
のものから出て、かのもの
によって強化され、存在へ
の完成も、かのものを出発
点とし、かのものから与えら
れるということの感得である

17 しかしながら、知性が直接
に見るのは、生や直知などの万
物であって、それを知性はかの
ものから出た自己自身によって
見るのであるが、この自己自身
はちょうど部分に分つことので
きないものから出てはいるけれ
ども、自分はすでに部分に分た
れているがごときものである

18�これはすな
わち、かのもの
が決して万物の
一つではないこ
とを意味するわ
けである

19�というのは、万物が
かのものから出て来る
ことになるのは、かのも
が絶対単純な一者であ
って、かのものは、どん
な形容によっても、占有
されてはいなかったとい
う事情に基づくからであ
る

21�またもしそ
れがただちに万
物なら、それは
諸々の存在のう
ちにあることと
なっていたであ
ろう

23�このゆえに、か
のものは決して知
性のうちに含まれて
いるようなものの一
つではないのであっ
て、むしろそれらの
すべてがかのもの
から出ているのであ
る

そして、それら
のものがすでに
独立存在として
ある所以もまた
そこにある

なぜなら、そのいずれもすでに限定
されてしまって、いわば形容（モル
ペー）のごときものをもっているの
であるが、およそ存在するものは無
限定のうちに、いわば観られるがこ
ときものであってはならないのであ
って、むしろすでに限界と立場で固
められてしまっていなければならな
いからである

25�しかも直知され
るもののために立
場を固めるのは、定
義と形容なのであ
るが、これによって
ちょうどまたそれは
ヒュポスタシス（存
立）を得ることにも
なるからである

26�まことに、われわれ
のいう知性はかくのごと
き素性のものであって
みれば、このうえなく純
粋なものとしてのこの
知性には、第一の始原
以外のところからは決し
て生じえないというの
が、当然のことでなけ
ればならない

29�またひとた
び生ずる時は、
すでに自分自身
とともに存在の
すべてを生むの
でなければなら
ない

すなわち、
それは美し
いイデア界
の全体と、
知性的な
神々の全部
を生むので
ある

30�そして自分
の生んだこれら
のものどもによ
って満たされ、
ちょうどまたもう
一度これらを自
己の腹中に呑
み込んだかたち
になっているの
である

31�というのは、つ
まり自分自身のうち
に収めもっていて、
これがまちがって素
材のなかに落ち、レ
ア（流転）の手で養
育されるようなこと
のないようにしてい
る点がそれなので
ある

レアはクロノスとの間
に、ヘラ、デメテル、ヘ
スティア、プルトン、ポ
セイドン、を産んだけ
れど、クロノスはこれを
腹に収めてレアに渡さ
なかった。レアは最後
にゼウスを生むとき
に、これを祖母のガイ
アに託したという神話

34�これはつまり密教や神話など
で、むかしゼウスよりも前にクロノス
という神様があったが、これは大へ
ん賢い神様で、そのことは自分の
生んだものを、もう一度自分の腹
中に入れてもっていたことによって
も知られるというふうに語られるば
あいの隠された意味なのであって、
これがクロノス、すなわち知性の充
実し、豊満なる所以なのである

この部分は、
μυστήρια、
であり、謎ある
いは奥義と訳
される

37�そして密教神話の
物語るところによれば、
こうしたことの後で、ク
ロノスはゼウスを生むこ
とになるのであるが、そ
のばあいのクロノスはす
でにかくのごとき豊満
神だったのである

39�すなわち知
性は魂を生むの
であるが、その
ばあいの知性
は、知性として
完成の究極にあ
るわけなのであ
る

実際、成熟完成の究極
にあっては、クロノスは
生まざるをえなかった
のであり、かくも大いな
る可能の力が、生むも
のをもたぬということは
ありうべからざることだ
ったからである

しかしこの
ばあいにお
いても、生ま
れるものは
生むものよ
りもすぐれ
たものであ
りえなかっ
た

40�むしろ
劣っていて、
それの影像
たるにすぎ
なかった

41�すなわち動
揺にまた無限定
で、生むものが
これにはじめて
限界を与え、い
わば形相化する
がごときもので
あった

43�ところで、知
性から生まれた
もので、一種の
言論的表現で
あり、またひとつ
の存在として成
立しているもの
に、魂の知性的
な部分がある

44�これは知性
を中心に運動し
て、どこまでも
知性に依存する
ような、知性の
光彩であり、ま
た跡形なのであ
る

45�すなわち一面において
それは、知性とひとつに結
合されて、そのために知性
に満たされ、知性を楽し
み、知性の仲間入りをし
て、直知作用を営むのであ
るが、他面また、それの後
から出て来るような事物に
接触し

ーーというより
は、むしろ自分
でまたそのよう
な、必然に魂よ
り劣るものを生
むのである

47�しかしこ
れについて
語ることは
後にしなけ
ればならな
い

すなわち以
上のところ
は、まだ
神々のごと
きものにつ
いてなので
ある

8
またプラトン
の三段説も
これによる
のである

すなわち彼は、「すべて
万物の王たる者の周囲
には第一次的なもの
が、また第二次的なも
のは第二級の事物の周
囲に、また第三級の事
物の周囲には第三次的
なものが」ということを
主張しているのである

そしていっさい
の原因となるも
のについても、
さらにそれの父
となるものがあ
ることを語って
いる

5�このばあ
い、彼が原
因と言って
いるのは、
知性のこと
なのである

すなわち彼のい
う知性は世界制
作者なのであっ
て、この者が魂
をかの混合容
器のなかで作る
のだと主張して
いるからである

6�他方、この原因
者ーーすなわち知
性という存在ーーの
父としては、知性を
も存在をもかなたに
超越するところの善
が挙げられている

9�そして多くの
場所で彼は、こ
の存在と知性と
をイデアとして
語っているので
ある

したがってプラ
トンは、善から
知性が出、知性
から魂が出てい
ることを知って
いたわけである

10�また実際、
われわれがここ
に説いているこ
とは別に新しい
ことではないの
であって、今な
らぬ昔において
すでに言われた
ことなのである

11�ただそれはすっかり明けひとげ
ては言われなかったので、今ここに
説かれているようなものが、それの
解説として出て来たわけなのであ
るが、ここに説かれている思想その
ものが昔からあったということに関
しては、プラトンその人の書物が証
拠となって、われわれの説くところ
に保証を与えてくれるのである

15�それから、またパル
メニデスも、もっと前の
時代において、存在と
知性をひとつに結びつ
けようとして、存在を感
覚されるもののうちに置
こうとしなかったところ
からすrば、同上の思想
に到達していたわけで
ある

18�すなわち「直知するのも、
存在するのも同じだ」というの
が、彼のことばであり、存在の
不動を説くに当たっては、これ
に直知作用を付加容認しては
いるけれども、いっさいの物体
的な運動は、これを存在から取
り除いて、存在が同一の有様に
とどまるようにしているのである

21�また彼は、存在をひ
とつの球体になぞらえ
ているが、これは存在
がいっさいのものを包括
しているからであり、そ
れの直知作用が外部に
向かわずに、それ自体
のうちにとどまっている
からなのである

23�しかし彼は、彼自信
の書物のなかで、存在
を一なるものと呼んで
いるために、あたかもそ
の一者の多なることが
見出されるというので、
非難を招いていたので
ある

24�しかしこの点は、プラト
ン対話編のパルメニデス
が、もっと厳密な論理を用
いて、第一の一者を正当な
意味の一、第二の一者を多
なる一、第三の一者を一に
してまた多なるものという
ふうに言い、これらを互いに
区別しているのである

そしてこのようにす
れば、パルメニデス
その人といえども、
われわれの三原理
に協調しうる者とな
るのである

プロティノスのいう第一の
一者は、プラトンの『パル
メニデス』（137c-142a）
に、第二の一者は同じく
（142b-155e）に、第三
の一者は、同じく
（155e-157b）に説かれ
ているものを指すと考えら
れる

9
またアナクサゴラスは、知
性を純粋で混じりけのない
ものとして語っているが、こ
れによって彼自信もまた、
第一のものを単純者と定
め、この単一者を他から離
れた超越者にしていること
となるわけである

しかし何分にも
昔の人のことで
あるから、これ
を精密に取り扱
うことを怠った
のである

またさらにヘ
ラクレイトス
も、一者が
永遠者で、
知性的なも
のであるこ
とを知って
いたのであ
る

5�すなわ
ち、物体は
不断に生成
して、流転
するものだ
からである

6�またエンペド
クレスにとって
は、争いは分割
原理であるが、
愛は統一原理
なのであって、
彼も自身これを
非物体的なもの
だとしている

これに対して、
かの四元（エン
ペドクレスのい
う、火・空気・
水・土の根本物
質）は素材の役
割を演ずるわけ
である

8�またアリストテレスは、もっと後の時
代になって、第一者を他から離れた超
越者で、知性的なものであるとなした
のであるが、しかしそれを自分で自分
自身を直知する（アリストテレス『形而
上学』XII8,1073a32-34; 
1074a14-17）ものだというふうに説
明しているため、また逆にそれを第一
者ではないものにしているわけである

10 また彼は、
知性体をほかに
たくさんこしらえ
て、これを天球
の数に等しくし、
これによってそ
の各々の知性体
が天球の各々を
動かすようにし
ているが、

知性界の事柄をこ
のように説明するの
は、プラトンのやり
方とは異なってい
て、これは必然の理
由を挙げることがで
きないで、説得的な
もっともらしさをつく
っているにすぎない

12�しかしその
もっともらしささ
え、はたしても
っともかどうか
人は異議をさし
はさむことがで
きるであろう

13�なぜなら、天球の全部
は集まって全体として一つ
の秩序をつくるために共同
しているのであって、その
際に一なるもの、すなわち
第一者がかなたに仰ぎ視ら
れているのだとするほうが、
もっとも説得的だからであ
る

15�またその多なる知
性体は、アリストテレス
にとって、第一者という
唯一つのものから出て
いるのか、それとも知性
界の第一原理となるも
のは多数にあるのか、
人はこれを問題とする
ことができるであろう

17�そしてもし唯一つの
ものから出ているのな
ら、むろん、それらの知
性体は、感覚界の天球
が順々に他を包む関係
にあって、最後に外側
の天球が一つだけ他の
天球すべてを包括する
支配者として残るという
事実に対して、

これと類比の関係
をもつであろうか
ら、したがって、か
の知性界において
も、第一者がすべて
を包括し、そこに秩
序ある一世界として
の知性界が成り立
つことになるであろ
う

20�また感覚界においては、天
球は空虚なものではなく、一番
目の天球には星が充満してい
るし、その他の天球も星を含ん
でいるから、ちょうどこれと同じ
ように、かの知性界において
も、天球を動かす知性体は自
分自身のうちに多くのものを含
んでいることになるであろう

23�しかもそこ
に含まれている
のは、感覚界の
それよりももっと
真実なものでな
ければならない

24�しかしまた、
知性体の各々が
そのまま第一原
理なのだとすれ
ば、それらは偶
然のめぐり合わ
せによってそこ
にあるにすぎな
いこととなるで
あろう

25�すると、そ
れらが相共に存
在して、天全体
の調和という一
つ仕事に向かっ
て、その知性作
用を一致させる
ようになるの
は、何によるの
であろうか

26�また動因と
しての、それら
知性体に対し
て、感覚される
天体の数が等し
いというのは、い
かにしてなので
あろうか

27�またそれら
は非物体的で、
区別原理となる
素材をもたない
のに、それでも
なおかつ多数に
存在するという
のは、いかにし
てなのであろう
か

29�かくて、古人のうち
では、以上にわれわれ
がいうような根本原理
について関心をもった
のは、ピタゴラスとピタ
ゴラス派とーーそれか
らまたペレキュデスーー
の教えに与することのも
っとも多かった人たちで
ある

30�しかしながら、これを自己
の著述のなかで詳細に取り扱
ったのは、その一部の人たちだ
けであって、他の一部の人たち
は、これを著述のうちに示さな
いで、書物にはならない口述の
なかで、これを明らかにしたの
であり、さらにまた他の人びと
は、全然これに触れることをし
なかったのである

10
それで、すべて
は以上のごとく
であることを認
めなければなら
ない

すなわち存
在をかなた
に超越する
ところの一
者がまずあ
るわけで

ーーこのようなもの
を以上の説明にお
いてわれわれは、こ
れらについて明白に
することができるだ
けは、明らかにしよ
うと意図したのであ
るーー

次にはこれに続いて存
在と知性があり、三番
目には魂という自然原
理が来るのであるが、
これをこのとおりである
と認めなければならな
い理由は、すでに明ら
かにされたところである

5�しかし自然のうち
に、いま言われたそ
れらのものが三段
になってあるとすれ
ば、われわれのとこ
ろにも同様それらの
ものがあることを認
めなければならなく
なる

6�といって
も、感覚さ
れるわれわ
れの上を言
うのではな
い

8�なぜな
ら、以上の
原理はこれ
らを超絶し
たものだか
らである

そうではなく
て、感覚界
の外にある
われわれの
上を言うの
である

9�すなわちその外とい
うのは、ちょうどまたか
の諸原理が天全体の
外にあるのと同じことで
あって、それは同様にま
た、プラトンが「内なる
人間」として語っている
ような、人間の一面をも
意味するのである

12�さて、我々の魂
もまた何か神のごと
きものであって、別
の性をもつものであ
る、それは魂の性一
般がそうであるよう
に

14�しかしそれ
が完成に達する
のは、知性をも
つことにおいて
である

ただし、知
性には推理
する知性
と、推理させ
る知性とが
ある

15�ところでその魂の推
理する部分であるが、
これは推理に何らの肉
体的な器官を必要とし
ないで、自己の活動を
純粋のままに保ち、そ
れによってちょうどまた
推理を純粋に営みうる
ようにしているばあい、

肉体に混合せ
ずに、これを超
絶するから、人
はこれを知性界
の第一に置くと
しても、まちが
いにはならない
であろう

18�すなわちわ
れわれは、これ
に座を与えるた
めの場所などを
求めてはならな
いのである

むしろこれ
をあらゆる
場所の外に
置かなけれ
ばならない

19�すなわちかくのごと
くにして、それがそれだ
けでひとりある時に、そ
れは肉体の類からは何
ものも受けないで、ただ
それ自体だけであるも
のとなり、外に超越して
いるものとなり、素材の
ないものとなるのである

21�プラトンがこの万有
の世界について、「世界
制作者はまたさらに外
側から魂をそのまわりに
覆いかぶせた」と述べ
ているわけはそこにある
のであって、彼はこれに
よって魂の一部が知性
界にとどまっていること
を示しているのである

24�ただしわれ
われについて
は、それを「頭
のいただきにあ
る」と遠まわしに
言っているので
ある

25�そしてまた
超絶（切り離す
こと）の勧めも、
場所の隔絶とい
う意味で言われ
ているのではな
い

なぜなら、
そのような
隔絶はすで
に自然によ
って与えら
れているか
らである

27�むしろそこに意
味されているのは、
たとえ創造のうえだ
けでも、肉体のほう
へ傾くことをせず、
肉体に対してはよ
そよそしくするとい
う意味の超絶なの
である

29�このような超越は、人
が何らかの仕方で、魂の他
の部分までも上方へ導い
て、この下界に根を張り、肉
体の制作と形成をもっぱら
にし、肉体の世話を専業と
するがごとき、魂の部分を
も上方に伴うばあいにも考
えられることなのである

11
ところで、魂には正
や美について推理
する部分があって、
これは正しいかどう
か、あれは美しいか
どうかということの、
答えを求めて推理
が行なわれるのだ
とすると、

何かまた確乎不動
の正なるものが存
在していて、そこか
らちょうどまたこの
推理が魂の領界内
に生ずるのでなけ
ればならないことに
なる

4�そうでな
ければ、どう
して推理が
できるであ
ろうか

5�そしてまた時によって魂
はそれらについて推理する
こともあり、推理しないこと
もあるとするならば、そうい
うふうに推理するのではな
くて、いつも正を把持してい
る知性というものが、われ
われのうちになければなら
ないことになるし、

また知性の
根源とも原
因ともなる
もの、すな
わち神もま
た、なけれ
ばならない
ことになる

われわれのうち
にあるといって
も、それは部分
に分かれてそう
なるのではな
く、かのものの
ままでそうなの
である

「魂には正や美につい
て推理する部分があ
るとは言えない」という
のが近代の言説なの
であろうし、さらには、
そのような言説がある
とする解釈」こそ、人の
求めるべきところがあ
るのではないか

「神は死んだ」
という言説は、
「魂には正や美
について推理
する部分があ
るとは言えな
い」と一致する
であろう

10�また、それは場所
のうちに存在するもので
はないけれど、他方ま
た、いわばもう一つのそ
れのごときものを受け
容れることのできる者
があれば、その各々の
ばあいに応じて、多くの
者とものうちに観られる
のでなければならない

12�ちょうどそれは円の
中心がそれだけで存在
するとともに、円周上の
各々の点からの終点に
もなっているようなもの
で、半径はこの中心に
対して、それぞれ別個
の関係を結んでいるの
である

14�すなわちわれわ
れもまた、われわれ
のうちにもっている、
このようなものによ
って、かの中心に接
触し、これと存在を
ともにし、これに全く
依存しているのであ
る

15�そしてかの
一点にすべてを
傾ける時、かの
ものの中にわれ
われは確乎たる
地歩を占めるこ
とになるのであ
る

12
それならば、これだけの
ものをわれわれはもっ
ていながら、どうしてこ
れに気づかずに、多く
のばあい、これらの活動
を無駄に遊ばせ、人に
よっては、全然このよう
な活動をしようとさえし
ないのであろうか

むろん、か
のものはい
つもその活
動のうちに
ある

知性と知性
以前のもの
とは、いつも
自分自身の
うちにある

5�そして魂
に不断の運
動があるの
も、これと同
じ仕方にお
いてなので
ある

6�すなわち魂のうち
にあるものなら、何
でもすでに知覚され
ているのではなく、
われわれの知覚の
うちに入って来て、
はじめてわれわれ
の意識に入るので
ある

これに反して、活動
していても、その
各々がこれを知覚
する部分の共同に
移さなければ、それ
は未だ魂全体に徹
底したことにはなら
ないのである

8�したがっ
て、それだ
けでは、未
だわれわれ
は覚らない
のである

なぜなら、われわれ
は知覚器官をそな
えている者であっ
て、魂の一部分だ
けがわれわれなの
ではなく、われわれ
は魂の全体でなけ
ればならないからで
ある

10�またさらに、魂の器官の
各々はいつも生きていて、
不断に自分だけで自分自
身の活動をしているわけな
のであるが、しかしそれの
意識は、これを知覚部分の
共同に移し、われわれがこ
れをとらえることによって、
はじめて生ずるのである

12�それゆえに、いま言
われたような仕方でわ
れわれのところにあるは
ずのものを、もしとらえ
ようとするのなら、また
これをとらえる役目のも
のを内面に向けて、そ
してかしこに、注意を集
中しなければならない

15�それはちょうど自分
の欲する音を聞こうと待
ちかまえている人が、ほ
かの音はおいて、聞こ
えて来るもののうちで、
何よりもありがたいその
音が、何時やって来る
かと、耳をはたらかせて
いるようなもので、

たしかにこのばあいも、
感覚をもって聞くこと
は、必要やむをえない
ものだけに限って、他は
これを放下し、魂の把
握能力を純粋に保つよ
うに注意し、もって天来
の響きを聞くの用意を
しなければならない


